
福祉支援の充実と地域コミュニティーの活性化

災害に強いまちづくり　を推進していきます！
本市では、熊本地震や豪雨災害の教訓を踏まえ、地域や関係団体との連携を推進し、
ハード・ソフト両面での防災・減災に取り組んできました。
この取り組みをさらに加速させ「安全・安心で災害に強くしなやかなまち」を
実現するために、３つの柱に沿った取り組みを強化していきます。

「地域のつながり」の大切さ

（政策企画課　☎096-328-2035）

熊本地震から得た教訓

被災者への切れ目のない支援

被災者を含む、支援が必要な方が地域で
孤立せず、生きがいと尊厳をもって暮らせ
る地域社会の実現へつなげていきます。

防災意識の向上に向けた取り組みの推進 他都市への支援・協力体制の構築
国や県、他都市、他の関係機関等と連携を
強化し、効果的で効率的な災害対応体制の
構築に取り組みます。

今後も熊本地震の教訓をいかして、他の被
災自治体を支援するとともに、本市職員の
災害対応力の向上を図ります。

災害に強くにぎわいのある中心市街地の整備
本庁舎の建て替えをはじめ、老朽化
した建築物の建て替えの促進や、現
庁舎跡地利活用および周辺のまち
づくりを通じ、災害に強くにぎわい
のあるまちづくりを進めます。

インフラ整備

地域防災力の更なる向上
市民や地域の皆さま、施設管理者、防災
関係機関、民間企業などと連携し、各年
度フェーズを変えた全市的な訓練に計画
的に取り組むとともに、地域の防災リー
ダーとなる人材育成に取り組みます。

災害時に避難所で掲示しているQRコード
を読み取ることで避難所の受け付けがス
ムーズに！また、本市からの災害情報も受
け取れます。この機会にアプリをダウン
ロードしましょう。

避難所の環境改善

災害時の備えを再確認！「いざ」という時のために、
家族で災害時の行動や備えについて話し合っておきましょう。

避難行動を確認！

「くまもとアプリ」で
避難所受け付け

パーティションや簡易ベッドの備蓄、キッチンカーなどの災害対応車
両の活用を進めます。

洪水や土砂災害などの災害リスクを確認できる「熊本市ハザードマップ」を市ホーム
ページに公開しています。身近な人と一緒に自宅や学校、勤務先のほか避難場所ま
での経路をチェックし、事前に避難行動を決めておきましょう。

地震発生時に身を守るため注意すること
《室内》では、テーブルの下に隠れるなど、最優先で身の安全を守り、火を使用してい
た際は確実に火を消し、ガスの元栓を閉め、けがを防ぐため靴を履いて避難してくだ
さい。《屋外》では、ブロック塀や自動販売機などの倒れやすい物から離れ、看板等の
落下物に注意し、避難してください。
このほか《車の運転中》や《海岸付近にいる時》など詳しくは、市ホームページで事前
に確認し、「慌てず、落ち着いて」行動できるようにしましょう。

定期的に備蓄品をチェック
水は1人１日およそ３ℓ必要です。主食、缶詰やレトルト食品
などの主菜、副菜なども備蓄しておきましょう。また、赤ちゃ
んに必要なミルクや紙オムツのほか、衛生用品などは日頃
から多めにストックしておくと安心です。

室内の地震対策
家具が転倒、移動しないように固定する
と、危険を減らすことができます。
また、家の中に閉じ込められないように
家具の向きや配置を工夫したり、窓やガ
ラスに飛散防止フィルムを貼ることも有
効です。

食料品
□レトルト食品（ごはん・おかゆなど）・アルファ米
□インスタントラーメン・カップみそ汁
□飲料水

※最低３日分（推奨１週間分）を目安に。

生活用品
□給水用ポリタンク
□カセットコンロ
□ティッシュペーパー・ウェットティッシュ
□ラップフィルム
□紙皿・紙コップ・割り箸
□簡易トイレ
□水不要シャンプー
□ビニール袋
□ラジオ
□工具セット
□ほうき・ちりとり
□長靴

ダウンロードは、こちらから

最寄りの避難所は、こちらから

各事業の詳細は
こちら

ハザード
マップは
こちら

詳しくは
こちら

３つの柱
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熊本地震の記録、記憶および教訓の伝承

―熊本地震10年の取り組み―

熊本地震から10年の節目に、犠牲となられた方々への追悼と、復旧・復興の歩みの振り返り、
そして支えてくださった全ての方々への感謝の想いを込め、以下の基本方針に基づき取り組みを進めます。

「支えられた日々 を、支え合う力に。」

３つの柱
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防災・減災のまちづくり
３つの柱
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こどもたちの心のケア
熊本地震の影響により、定期的なカウン
セリングが必要な児童・生徒の心のケア
を引き続き実施していきます。

熊本市防災基本条例で定める
「熊本地震の日」（４月16日）を
契機に、防災啓発イベント等を
開催し、熊本地震の記憶や教
訓を次世代へ伝承するととも
に、市民の防災への関心と理
解を高めます。

上下水道施設や管路の耐震化
を進めるとともに、約3,000橋
の橋梁の計画的な老朽化対策
を実施していきます。

災害時に機能する高規格道路の整備
「熊本西環状道路」や「10分・20分構想」などの高規格道路と一般国
道などの幹線道路網を機能させることで、救助・救援活動の円滑化
や迅速な復旧が期待されます。

備蓄の注意点や非常用持ち出し品は
こちらをチェック！

基本方針

県と県内市町村との共催により、合同
追悼式を開催します。

犠牲になられた方々への追悼と想いの継承

九州市長会防災部会等と連携した訓
練やTKB48避難所訓練、各区におけ
る防災イベントなどを実施します。

未来への教訓等の伝承

熊本博物館や市現代美術館、動植物
園等において、地震当時の状況や復
旧・復興の歩みを振り返る企画・イベ
ント等を開催します。

復旧・復興の歩みの振り返り

復興コンサートの開催や熊本城およ
びその周辺地域での年間を通じたイ
ベントを開催します。

支援への感謝と恩返し

熊本城の無料開園などの関連イベントについては、20ページをご覧ください。
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